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QoSマーキング（クラスタ管理者のみ）

ONTAPネットワークのQoS（Quality of Service）について学
ぶ

ネットワークQoS（Quality of Service）マーキングは、ネットワークの状態に基づいて
異なるトラフィックタイプに優先順位を付け、ネットワーク リソースを効果的に使用す
るのに役立ちます。IPspaceごとに、サポートされているトラフィックタイプに対して、
送信IPパケットのDSCP（Differentiated Services Code Point）値を設定できます。

UC準拠のためのDSCPマーキング

デフォルトまたはユーザが指定したDSCPコードを使用して、特定のプロトコルの送信IPパケット トラフィッ
クでDifferentiated Services Code Point（DSCP）マーキングを有効にすることができます。DSCPマーキング
は、ネットワーク トラフィックを分類して管理するためのメカニズムであり、Unified Capabilities（UC）準
拠のコンポーネントです。

DSCPマーキング（_QoSマーキング_または_Quality of Serviceマーキング_とも呼ばれます）は、IPspace、
プロトコル、およびDSCP値を指定することによって有効化されます。DSCPマーキングを適用できるプロト
コルは、NFS、SMB、iSCSI、SnapMirror、NDMP、FTP、HTTP/HTTPS、SSH、Telnet、およびSNMPで
す。

特定のプロトコルに対してDSCPマーキングを有効にする際にDSCP値を指定しない場合は、デフォルトが使
用されます。

• データ プロトコル / トラフィックのデフォルト値は0x0A（10）です。

• 制御プロトコル / トラフィックのデフォルト値は0x30（48）です。

ONTAPネットワークQoSマーキング値を変更する

それぞれのIPspaceについて、さまざまなプロトコルのサービス品質（QoS）マーキング
値を変更できます。

開始する前に

クラスタ内のすべてのノードで同じバージョンのONTAPが実行されている必要があります。

手順

`network qos-marking modify`コマンドを使用してQoSマーキング値を変更します。

• `–ipspace`パラメータは、QoS マーキングエントリを変更する IPspace を指定します。

• `–protocol`パラメータは、QoS マーキングエントリを変更するプロトコルを指定します。

• この `–dscp`パラメータは、Differentiated Services Code Point（DSCP）値を指定します。指定可能な値
の範囲は0~63です。

• `-is-enabled`パラメータは、 `–ipspace`パラメータによって提供されるIPspace内の指定されたプロトコル
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のQoSマーキングを有効または無効にするために使用されます。

次のコマンドは、デフォルトIPspaceのNFSプロトコルのQoSマーキングを有効にします。

network qos-marking modify -ipspace Default -protocol NFS -is-enabled true

次のコマンドは、デフォルトIPspaceのNFSプロトコルのDSCP値を20に設定します。

network qos-marking modify -ipspace Default -protocol NFS -dscp 20

`network qos-marking modify`

とプロトコルの可能な値の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-en/ontap-

cli/network-qos-marking-modify.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]を参照してください。

ONTAPネットワークQoSマーキング値を表示する

それぞれのIPspaceについて、さまざまなプロトコルのQoSマーキング値を表示できま
す。

手順

`network qos-marking show`コマンドを使用してQoSマーキング値を表示します。

次のコマンドは、デフォルトのIPspace内のすべてのプロトコルのQoSマーキングを表示します。
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network qos-marking show -ipspace Default

IPspace             Protocol           DSCP  Enabled?

------------------- ----------------- -----  --------

Default

                    CIFS                 10  false

                    FTP                  48  false

                    HTTP-admin           48  false

                    HTTP-filesrv         10  false

                    NDMP                 10  false

                    NFS                  10  true

                    SNMP                 48  false

                    SSH                  48  false

                    SnapMirror           10  false

                    Telnet               48  false

                    iSCSI                10  false

11 entries were displayed.

`network qos-marking show`の詳細については、link:https://docs.netapp.com/us-

en/ontap-cli/network-qos-marking-show.html["ONTAPコマンド リファレンス

"^]をご覧ください。
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